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私 (わたし)たちの生活 (せいかつ)の中 (なか)には、守 (まも)らなければならない

様々 (さまざま)なルールがあります。

「ルールだから、守 (まも)りましょう」とよく言 (い)われますが、そのルールがなぜ必要 (ひつよう)なのか、本当 (ほんとう)に正 (ただ)しい

ルールなのか、考 (かんが)えてみたことはありますか？

ルールについて考 (かんが)える方法 (ほうほう)を身 (み)に付 (つ)ければ、

私 (わたし)たちの生活 (せいかつ)は、もっと安心 (あんしん)できるものになる

はずです。

このセミナーで、ルールについて一緒 (いっしょ)に楽 (たの)しく

考 (かんが)えてみましょう！
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市電(水道町)

メルパルク

熊本県弁護士会
　　水道町会館
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